
 

 

 

 

「かなの家インタビュー」   ～ 杉山なつみさん ～ 

昨年のかなの家まつりではダンスのバレーを披露し花のワルツの踊り子として大活躍！ 

自己表現をたっぷり盛り込んで踊るなつみさんのダンスは見る人を惹き付ける魅力を持っています。  

 

Q、音楽が大好きななつみさんの好きな歌は？  

 （三択で伺いました。魔女の宅急便のうた  

となりのトトロのうた 天空の城ラピュタのうた） 

A、 天空の城ラピュタのうたですか？の問には恥ずかしそうな 

でも嬉しいという笑顔で答えてくれました。「君をのせて」をと 

ても穏やかな表情で体をゆったりと左右に動かしながら一緒に歌っ

てくれました。 

Q、最近は藤田さんと踊るところを見かけるのですが楽しいですか？ 

A、「はい」  

 午後は藤田さんが流す音楽が聞こえてくると大好きな内職の練習の  

手を止めて藤田さんと一緒にダンスを楽しんでいます。 

Q、最近、気になっていることはありますか？ 

A、斎藤大介さんの車椅子を指差しました。何が気になるの？と聞くと 

車椅子のタイヤを触ります。大介さんのタイヤがパンクしたことを 

思い出し「パンクしていないか心配ですか？」と聞くと「はい」と答 

えてくれました。大介さんの車椅子のことを気にかけていたのですね。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＪＵ  ラルシュ・かなの家  低料第三種郵便承認  2019/9/10 

大きな笑顔もさながら、女性らし

い優しさもなつみさんの素敵なと

ころですね。素直に思いを伝えて

くれるなつみさんの表現力を羨ま

しく思いました。   （ハル） 

ダンスウィズミー 食堂で藤田さんと 

春のお祝いのステージにて 

なつみがかなの家に通い始めて 10年が経過しました。 

頑固で動かない、時には床に寝転がり、言葉で伝えることが 

できないもどかしさを行動で表していたなつみ。 

スタッフの皆さんや仲間の皆さんに支えられ、毎朝キラキラ 

した笑顔で「かなの家」に通うなつみを家族もうれしく思います。 

 

大きな声で気持ちを表現したり、 

大好きなダンスや体操は我先にと張り切るなつみです。 

これからも暖かく見守っていってください。 

宜しくお願い致します。 

― ご家族からコメントをいただきました ― 

世界中のラルシュでアシスタントを募集しています。わたし達「ラルシュかなの家」も同じです。 

幾人もの若者がここを通って外国のコミュニティでアシスタントをしたり、とどまったりしています。あなたもトライし

てみませんか！ お気軽にお声をかけてください。短期体験も可能です。アシスタントは社会福祉法人職員の待遇です。 

☎ 054-206-0830  larchekana＠S9.dion.ne.jp  担当 佐藤 言 

 

令
和
元
年 

九
月
一
〇
日
（
毎
週
火
曜
日
） 

増
刊
Ａ
Ｊ
Ｕ 

第
１
３
５
９
０
号
号 

昭
和
五
十
四
年
八
月
一
日 
低
料
第
三
種
郵
便
物
承
認 

NO.282 

2019 あき 

 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/201906073SDCBcVJ
http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/gen2019DSCF9572.jpg/


匠
たくみ

の仕事
し ご と

 第 3回   江川 博俊 師  静岡市葵区出身          

「もっと真面目にやりたいなぁ」       

今回の匠は、半固形せっけん作りの達人、江川博俊さんです。 

インタビューの最中は「嬉しい」という言葉を何度も耳にしました。造り手が    

作業をしているときに、持っている気持ちが大事なんだと教えてくれているよう

でした。 

  取材の最中、そばにいた川崎さん（若手のなかま）が一言「よく働くし、よく頑

張ってるし…。」と教えてくれました。川崎さんは匠とペアで作業をしていることが

あり石鹸の成形で迷ったときは匠に整えてもらっています。「作ることが嬉しい。削

る作業をしてる時は嬉しい。明るく行こう！」匠のこだわりは嬉しい気持ちを込め

て作業をすることのようです。 

  「かんなの刃の調節が大事だよ。削り過ぎたらダメだから。壊れてるものは売れ

ないから。ゆっくりやんないとかんなで指がね、取れちゃうから。工場のお掃除も

大事な仕事。もっと真面目にやりたいなあ。いいとこ見せたいだよ！」道具の調節やお掃除だけでも嬉しい気持ち

を込めて作業に取り組む姿勢は形となってひとつひとつの半固形せっけんに変わります。「頼りにしている」川崎

さんがぽつりとこぼしてくれた一言は匠・江川博俊さんの存在の証でした。 

  作業場で作られているせっけんにはなかまひとりひとりの気持ちがそのま

ま現れ、様々な形をしてまっすぐな気持ちが込められています。お客様から

頂くお声の中には、せっけんを手にされた時に感じた想いが綴られていま

す。そこになかまとお客様の間にある心の繋がりを感じます。 

 

 

                                       

 一人ひとりの大切な命（いのち）、そして一人ひとりにとって

大切な人の命（いのち）、 私たちはその命（いのち）に寄り添

い、命（いのち）と共に生きるコミュニティーの一員として、環

境のこと、自然のこと、なかまのこと、子供たちのこと、すべて

の命（いのち）とその命（いのち）から受け取る、愛や恵みに感

謝して生きていきたいと思っています。 その取り組みの一つ

として、私たちが作る「粉石けん」のパッケージと材料に 

こだわってみました。 

 

従来品は石油系材料のポリエチレン製の袋を使用して

いましたが、新パッケージには紙袋を採用、パッケージの

帯に、かなの家のなかまが書いた文字と絵をあしらってみ

ました。この取り組みに賛同される一人ひとりと一緒に歩

んでいきたいと考えています。 

半固形せっけん成型作業 

環境課課長 湯浅隆昌（中）とその手下たち 

げん（左）・ハル（右） 

ラルシュかなの家環境課々長から皆さまへ 

 

新商品『 粉石けん 800 』です。 

中央に座っている江川師 

石鹸工場にて 

仲間の人も絵や言葉をいっぱい描いて、みんなで作りました。今年 10月 1日から販売開始です。同封の注文書を見てください。 



 

 

 原子
は ら こ

栄一郎
えいいちろう

さん

からのおたより 
ごしょうかい 

はらこさんは、まえにカナの家をおとずれ、いまもせっけんを買
か

ってくださり、

いつもはげましてくださっています。なかまの人にわかるようになにか書
か

いてと、

わがままなお願
ねが

いをしていたら、送
おく

ってくださいました。 

かんしゃです。 

６月
がつ

の末
すえ

に、いじめについて考
かんが

える

会
かい

がありました。そこに集
あつ

まった人
ひと

た

ちと『十 九
じゅうきゅう

の折
お

り鶴
づる

』をみました。 

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

は本当
ほんとう

に悲
かな

しいで

きごとでしたが、かなの家の皆
みな

さんが、

あのつらい手紙
て が み

を紙にすいて折り鶴に

変
か

えたことに皆
みな

、驚
おどろ

き感動
かんどう

しました。 

集
あつ

まった人たちそれぞれが、自分
じ ぶ ん

の

中にあるいじめの種
たね

を見つめ、また、弱
よわ

い人たちをいじめる今の社会
しゃかい

にあっ

て、かなの家に希望
き ぼ う

を見いだしました。 

大切
たいせつ

なことを教
おし

えてくださり、どう

もありがとうございました。 

（はらこ えいいちろう） 
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 （原子さんにプロフィールをおねがいしました） 

大学で、学生たちと、「人間であること」を十分

に味わい、一人一人が持っている賜物を活かして、

大切な環境を守る教育について学んでいます。 

かなの家のことは、実家の斜め向かいに住んでい

らっしゃった松田修さんとお母様から教えていた

だきました。 

添付した写真は、今年の７月１３日に学生たち

と訪ねた国立療養所多磨全生園にお住まいの山内

きみ江さん宅で撮ったものです。  

 原子さんは後列右の男性 

この動画は、「優生思想」が私たち一人ひとりにとって

何なのか、そのことを問いかける内容になっています。 

かなの家の仲間たちが出演しています。 

（youtube で、十九の折り鶴 と検索してください） 

『十九の折り鶴』－動画 



クリスチャンでない人にとってのラルシュ 

〜その 2〜 

かなの家ってどんなところ？ 

 このかなの家通信を読んでいる方の中には、かなの家に直接いらしたことのない方も多いと思います。今回

は、かなの家とはどんなところか、アシスタントの皆さんにインタビューした内容をもとにご紹介します。12

名のアシスタントに「かなの家ってどんなところ？」と聞いた内容を Cultural Web（文化の網）という手法

でまとめたのが次の図です。 

 

 

 まず、図の中心にある「考え方や信念」のところ

では、多くのアシスタントが「かなの家は職場では

なく、コミュニティーや家庭のようなもの」と答え

ています。「施設の職員対利用者」という関係では

なく、なかまとアシスタントが対等なコミュニティ

ーのメンバーとして相互関係を築くことが、かなの

家の価値観の中心にあります。そしてこの価値観が、

周りの 6 つの円に影響を与え「かなの家らしさ」

を形作っていることがわかります。 

 例えば、「ものがたり・伝説」では、昨年亡くな

ったなかまの実（みのる）さんの「看取り」を多く

のアシスタントが自分の家族のことのように語っ

てくれました。アシスタントがなかまとの関係性を

大切にしていることが伺えます。 

「日頃の習慣・決まりごと」では、なかまもアシス

タントも一緒になって盛り上がる誕生会や春のお

祝いなどの行事、なかまもアシスタントも一緒にい

ろいろなところに出かけること、などがあげられま

した。お客様の多さもかなの家の特徴です。「決ま

りごとが少ない、ゆるいのがかなの家の特徴」とい

う回答もありました。 

 かなの家が職場でなく家庭と考えれば、これらの

ことはごく自然なことです。家庭なのだから、家族

みんなで楽しむ、悲しむ、お客様を迎える、旅行も

一緒に行く。家庭が規則だらけなら息が詰まってし

まう。なかまの人をコミュニティーの中心に置くラ

ルシュの考え方は、このようにかなの家の日々の暮

らしの中で具体的な形をとって実践されているの

です。 

 かなの家のことを知るには、かなの家に来てなか

まの人と一緒に時間を過ごすのがいちばん。ぜひ一

度遊びに来て下さい。 

村本 徹也（むらもと てつや） 

ラルシュかなの家 理事 

 

 

 

 

 

 



 

 

 すまいに暮らすなかまは、ほぼ全員がまどい作業所に通っています。まどいが

閉まっている週末や祝日をどのように過ごすかは、すまいの皆にとって大きな問

題です。特に日曜日は、勤務するアシスタントが一人しかいないこともあり、平

日ほどの支援もできません。 

 なかまの何人かは週末を実家で過ごします。ご家族との連絡帳には、週末の

なかまの様子がびっしりと書かれ、週明けにそれを読むのも楽しみです。すま

いに残る人も、日曜日はだいたいお出かけします。一人で出かけるのが難しい

人も、移動支援サービスのヘルパーさんが付き添ってくださいます。教会のミ

サに出る人、美術館めぐりやカラオケを楽しむ人、普段食べられない豪華なお

昼ごはんを食べて帰ってくる人もいます。予定の時刻になっても帰らない人が

いて心配になったり、逆に帰宅が早すぎてアシスタントの休憩時間が無くなっ

たり、かなのすまいは日曜日もやっぱりバタバタしているのです。              

（畠中・はたなか） 

 

ラルシュかなの家 理事 

すまいのくらし ⑨ 日曜日は何をしようか 

かなの家では全体の集まりが月に一度あ

ります。かなの家のなかま人達は、みんな

で何かをやることが大好きで、みんなで集

まるこの日はやたらにテンションが高く、

毎月必ずケンカやもめ事があちこちで起き

ていました。それで、毎日めぐみのグルー

プとだいちのグループで別々にしている朝

の打ち合わせをまず行ってから、集まるよ

うにしました。 

続 アシスタントな ひとこま その 9 

するとケンカやもめ事は無くなりました。

なかまの人達の集まるパワーはすごく、ダン

スなどのパフォーマンスは最高のエネルギー

を出すのですが、ケンカなどの争いごとにな

るとアシスタントは収めるのが大変です。 

（豊・ゆたか） 

日
にち

にちのおたより 

粉石けんの粉が以前よりもサラサラで使いやすくなってますね‼値段もリーズナブルで、洗浄力もバツグン‼ 

結婚と同時に使いはじめ、17 年たちました。  ありがとうございます。              

― 京都市左京区  ○○ 宏子様 －  （2019.7.30） 

） 

 

 柴田侑澄さんがショウブの絵を描いてくださったのが、とてもきれいでした。ありがとうございます。 

粉石けんとてもいいです。いつも作ってくださってありがとう。             

― 神奈川県中郡二宮町  ○○ 清子様 －  （2019.7.30） 

 



野村さん、江川さんのスピーチ ～大阪大学にて～ 

8 月に大阪大学（SSI サロン）で、ラルシュを実践しているラルシュかなの家についての話しをする機会を

いただきました。41 人の参加者のなかには大阪大学の教授や医師もいました。そこで、なかま代表の野村さ

ん、江川さんにも話してもらいました。 

野村さんは「最近、パン焼き器を買いました。自分で

焼けるようになり、そのパンがとてもおいしいです」と

いう話。江川さんは「この前、野村さんに嫌がらせをし

てケンカをしてしまいました。その時は私が悪かったで

す。平和に生きたいです」という二人とも自分自身の日

常の物語を話しました。アシスタントの横井さんから

は、ラルシュかなの家での出会いを通して横井さん自身

が変わってきたこと、そして、今も変わっていることの

物語を話してくれました。 

 

 ぼくもラルシュかなの家の話しをしましたが、いいことを言わなければというプレッシャーと同時に、自分

なんかには大したことを言えないという自信のなさから、とても緊張していました。良く見せたいという気持

ちが強いです。ぼく自身の些細な日常生活には価値がないと思っているかもしれません。 

ところが、野村さん、江川さんが些細な日常を話してくれたことで、現実のぼく自身に戻してくれました。

そして、現実の生活は、時に恥ずかしく、格好が悪いですが、人間らしい命のある生き生きとした物語である

と、あの二人から学びました。 

ありのままの命が「ゆるされている」と感じるにはどうしたらいいのでしょう・・・、長い旅は続きます。 

（言・げん） 

2019 年かなの家祭りのお知らせ 

今年もかなの家祭りの季節になりました。例年より、少し遅めの開催となります。 

日時は令和元年（2019）11 月 16 日（土） 10：00 ～ 14：00 です。 

温かいものを用意してお待ちしております。 

 

マイクを持つ江川さん その後ろが野村さん 

日
にち

にちのおたより 

せっけん ありがとうございました。仲間の方たちの描かれた色彩豊かな絵が荷物を開けた途端に目に入り、 

かなの家の暖かな心のこもった発送に心和みました。請求書の袋にも・・。ありがとうございました。 

この度注文した方がたにお届けします。暑さ厳しくなりました。お体ご大切に。 

                  ― 兵庫県三田市  カトリック○○教会様 －  （2019.7.19） 

 



ラルシュかなの家カレンダー２０２０  

−かなの家のアーティストたち−   販売のお知らせ 

ラルシュかなの家の「絵クラブ」に参加したなかまたちの絵を 

毎月生き生きと紹介します。 

二つ折り A4 サイズの壁掛けカレンダー 

なかまたちの色彩豊かな世界を２０２０年もどうぞお楽しみください。 

カレンダーの収益はすべて障害のあるなかまたちの給料と材料費のために、大切に使わせていただきます。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 冊８００円、３冊以上 1 冊７００円 

ラルシュかなの家 CALENDAR原画展のご案内 

 

 お客様各位 

 前回のかなの家便りなつ号でお伝えしました以下の 2件について、ご報告いたします。 

 

1、プラごみ対策 ・・  2組のチームによって紙袋入り粉石けん 800の開発などを行いました。 

        創案する「環境課」（Ｐ2参照）と、実製作する「つつみ隊」によります。 

             プラスチック製の半固形容器とボディーシャンプー容器を中止し、どちらも詰替

のみとしました。今後も代替え品を模索してプラスチックの軽減を展開します。 

 

２、消費税 10％対応・・ 精査・検討を重ね、新しい注文票、送料一覧表及び団体様への卸値表などを作成

いたしました。諸経費が上昇する中での、皆様へのご負担の抑止と利用者の方々

への給与の維持というぎりぎりのバランスを按分しました。同封の注文書・送料

一覧をご参照ください。10月 1日からの施行になります。 

当所は収益のうち材料費を除いた全てを利用者の方々に還元している福祉作業所 

です。当事情をご賢察の上、ご了承くださいますようお願い申し上げます。 

かなせっけん 



かなの家カレンダー注文書 

FAX 054-296-6433      TEL054-296-1116 

 

ご注文者 

お名前                               

ご住所 〒 

TEL              

 

FAX  

お届け先 

ご注文先に同じ

時は不要 

お名前                               

ご住所 〒 

TEL              

 

FAX  

 

 品 名 価 格（税込） ご注文数 小計 

か な の 家 カ レ ン ダ ー   

２０20 
１冊    800円 冊 円 

3冊以上のご注文の時 １冊    700円 冊 円 

教会、学校、ショップなどの団体様には卸値をご用意しております。ご連絡ください。 

 

送料は全国どこでも、４００円です。 ８，０００円以上は送料無料です。 

カレンダー発送時に、「請求書」「振込用紙」を同封いたしますので、品物到着後２週間以内に 

郵便局、ゆうちょ銀行にお振込みください。 ＊ 手数料は無料です。 

 

尚、代金引換をご希望の方はこちらへ丸印をお付けください。 →  ・ 代金引換を希望 

      ＊ 代引き手数料は３３０円（税込）です。 

かなせっけんのお店（ネットショップ）：ｋａｎａｎｏｉｅ.ｓｈｏｐ-ｐｒｏ.ｊｐでも扱っています。 

 

お申込み・お問合わせ先 

 社会福祉法人ラルシュかなの家 かなせっけん発送所  

 〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田５３４－３        

☎ 054-296-1116  FAX 054-296-6433    

E メール   madoi_wisdom@yahoo.co.jp    

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  www.larchejapan.org 

 

 

 

 

 

 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５  TEL ０５４－２０６－０８３０  FAX ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAILlarchekana@s9.dion.ne.jp  WEBhttps://larchejapankana.localinfo.jp/ 

             ブログ;larchekananoie.blog.fc2.com 

振 込 口 座 0 0 8 2 0 -４ - 1 5 3 3 2 5    ラルシュ かなの家 

0 0 8 2 0 - 8 - 1 5 3 0 0 8   かなせっけん  （せっけん等 代 金 お支 払 い用 振 込 ）  

編集； 杉山 晴子（ハル）  林 健二           発行； 社会福祉法人ラルシュかなの家 
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